
讐曾鰺痣軋騰蝙笏

団長 あい さつ
上尾市消防団員の皆様、そして団員のご家族の皆様こんにちは。副団長の矢島健次でございます。

上尾市消防団は、現在 8個分団、団員 141名 (内女性 2名、平成 26年 12月 1日 現在)

を有し、各分団に消防ポンプ車を配置、常備消防と協力し、市民の安心・安全を守る任務を遂

行しています。

平成26年 も全国各地で大きな災害が発生し、尊い命や財産が失われています。

8月 には、広島県において局地的な大雨により同時多発的に大規模な土石流が発生し、行方

不明者の捜索は約 1か月間に及び被災地域での死者は74人 となってしまいました。

9月 には長野県と岐阜県の県境の御嶽山 (標高3,067m)が噴火、近年の登山ブームもあり

戦後最悪の57人の犠牲者を出し、消防団員を含む 1,000人態勢での長期捜索が行われました。

11月 22日 の長野県北部を震源とする地震は記憶に新しいところです。地域住民と消防団
の協力で幸い犠牲者は出ませんでしたが、今 もなお復旧作業

に追われています。

埼玉県内においても、 2月 の大雪災害は各地区で消防団員

が活躍しました。県内の各地で 5 0cm以上の積雪が観測され、

交通網が寸断され日常の生活に多大な支障をきたし、都市生

活の脆さを露呈したかたちとなりました。

近年の異常気象が叫ばれる中、私たちのまち上尾市でも様々

な災害が予想されます。

上尾市消防団では「自分たちのまちは自分たちで守る」と

いう基本理念に基づきこれからも、市民の皆様の安心 。安全

のために、邁進する所存でありますので、今後とも

御支援、御協力をよろしくお願い申し上げます。

上尾支日B団員研修の報告
7月 27日 (日 )平成 26年度埼玉県消防協会上尾支部団員研修が開催されました。

今年度は、上尾 。桶川・伊奈とそれぞれの会場で、普通救命講習を実施 し、上尾市では

再講習の団員も含め91名 が集まり、とても充実した講習になりました。

講習では、人の命に真剣に向き合い、心肺蘇生法 (CPR)の 訓練 と自動体外式除細動器

(AED)の取扱いを学び、救急救命処置についてさらに理解を深めました。
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上尾市消防副団長 矢島 健次

※写真報告は次ベァジ



全体研修の様子 心肺蘇生法

上尾市総曾防災劃‖練の報告
8月 24日 (日 )大石北小学校 において「上尾市総合防災訓練」が開催 され、天候 にも恵

まれ早朝 より会場には多 くの市民が集まりました。

消防団は「消火器を使った初期消火訓練」で消火器の取 り扱いを市民の前で展示 し、「中高

層建物火災の後方支援活動」では消防本部の職員 と合同で要救助者の救出を支援 しました。

そ して防災訓練 を締め くくる「一斉放水」では、参加団員全員による、安全かつ迅速な放

水訓練 を見せることがで き、参加市民か らは大 きな拍手が起 こり、更なる信頼 を得ることが

できました。

活動報告をする 6分団長
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中高層建物火災の後方支援活動

訓練 を締め くくる一斉放水
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上尾・伊奈含同消防特目」点検の報告
10月 19日 (日 )、 上平公園で「平成 26年度上尾 。伊奈合同消防特別点検」が午前中の

予習に続き、午後には本点検が実施されました。秋晴れの中、会場には上尾市と伊奈町の消

防職・団員が一同に集まり、点検者である島村上尾市長と福田伊奈副町長により、人員・服

装規律や機械器具の点検が行われました。また、功労のあった団員 72名が表彰されました。

機械器具の点検

「平成 26年度全国統一防火標語J

平成 26年度 も火災予防運動が全国で展開され、上尾市で も、春 と秋の火災予防運動 と歳

末特別警戒を実施 しています。

平成 25年中の火災件数は 95件で損害額 も6,029万 円で した。

ちなみに平成 26年 11月 末現在の市内の火災件数は 68件で、昨年の同時期 より減少傾

向にあ りますが、引 き続 き火災予防にご協力をお願い します。

ポンプ車操法 も決ま りました 表彰の様子

総



消防団今後の予定
平成 27年 1月 18日 (日 )

平成 27年 2月 1日 (日 )～ 2日 (月 )

平成 27年 1月 10日 (土 )。 2月 7日 (土 )

平成 27年 2月 13日 (金)～ 14日 (土 )

平成 27年 2月 27日 (金)～ 28日 (土 )

平成 27年 3月 1日 (日 )～ 7日 (土 )

平成 27年 3月 6日 (金)～ 7日 (土 )

消防出初式 (上尾市東消防署訓練場 )

消防団幹部県外研修
団員基礎研修 (埼玉県消防学校)

初級幹部科研 1多 (埼玉県消防学校)

現場指揮幹部禾斗研 1多 (埼玉県消防学校)

春の火災予防運動
分団指揮幹部科研修 (埼玉県消防学校)
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平成 26年 度価A団員紹介
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上尾市消防団では、消防団活動をより理解 していただくことを目的に、消防団の新聞

「ファイヤー通信」を発行 しています。

この通信は、活動内容の紹介や、その時々の話題に解説を加えた情報誌として(今回

で 6回 目の発行です。皆様には、通信に対 しますご希望やご意見を頂き、よりよい紙面

を作って行きたいと考えておりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

消防団事務局 (消 防本部消防総務課)


